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にいかっぷの夏の風にいかっぷの夏の風物物
～ふるさと盆踊りより～ふるさと盆踊りより～～

　88月11日、役場前駐車場で 「にいかっぷ月11日、役場前駐車場で 「にいかっぷふふ

るさと盆踊り2012」が開催され、家族連れるさと盆踊り2012」が開催され、家族連れなな

ど約1000人が会場に集まりましたど約1000人が会場に集まりました。。

ふるさと盆踊りでは、昨年30年振りに復　ふるさと盆踊りでは、昨年30年振りに復活活

した 「新冠音頭」が踊られたほか、ビアガーした 「新冠音頭」が踊られたほか、ビアガーデデ

ンやお菓子まきなどが行われンやお菓子まきなどが行われ、、新冠の短い夏の新冠の短い夏の

一夜は、大いに盛り上がりました一夜は、大いに盛り上がりました。。
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8
月
5
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
研
修
室
で
、

8
月
　
日
に
1
0
0
歳
と
な
る
、
細
川
ト

15

キ
ノ
さ
ん
の
長
寿
を
祝
う
会

（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

「
ゆ
ー
あ
い
天
馬
」
主
催
）
が
行

わ
れ
、
小
竹
町
長
よ
り
長
寿
祝
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
施
設
関
係
者
が
歌
や
踊
り

で
祝
福
し
た
ほ
か
、
西
泊
津
で
軽
種
馬
生

産
牧
場
を
経
営
す
る
長
男
の
細
川
功
一
さ

ん
家
族
や
、

北
星
町
に
住

む
2
女
の
大

滝
ふ
じ
ゑ
さ

ん
夫
婦
が
駆

け
つ
け
、
ト

キ
ノ
さ
ん
の

1
0
0
歳
の

誕
生
日
を
一

緒
に
祝
い
ま

し
た
。

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

細
川
ト
キ
ノ
さ
ん

　
8
月
9
日
、
大
狩
部
の
新
冠

町
家
畜
共
進
会
場
で
、
第
　
回
59

全
日
高
家
畜
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
黒
毛
和
牛
　
頭
、
乳
用

36

牛
　
頭
が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

38
　
共
進
会
で
は
、
部
門
別
に
体

格
や
発
育
状
態
な
ど
を
審
査

し
順
位
が
決
定
し
ま
す
。

　
新
冠
町
生
産
者
の
出
陳
牛

は
、
部
門
別
で
は
上
位
入
賞
を

果
た
す
も
、
全
体
で
の
上
位
入

賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
8
月
9
日
、
日
高
報
知
新
聞

社

（
代
表
取
締
役
社
長
　
榎
本

淳
一
）
よ
り
町
に
対
し
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。

　
日
高
報
知
新
聞
社
は
、
今
年

創
業
　
年
を
迎
え
た
こ
と
を

60

記
念
し
、
管
内
の
各
町
に
対
し

寄
附
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
寄
附
金
は
、
同
社
の
意

向
に
よ
り
図
書
購
入
費
に
充

て
さ
せ
て
頂
く
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

日
高
報
知
新
聞
社
よ
り
寄
附
金

日
高
の
頂
点
へ
！
　
全
日
高
家
畜
共
進
会

題
あ れ こ れ

　
8
月
　
日
、
北
海
道
コ
カ
・

24

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
珂
、
町
、

開
発
局
の
協
働
事
業
と
し
て

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
が

道
の
駅
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
自
動
販
売
機
に
は
、
災

害
時
に
飲
料
製
品
を
無
償
提

供
で
き
る
機
能
な
ど
が
搭
載

さ
れ
て
お
り
、
現
在
町
内
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
国
保
診

療
所
、
レ
・
コ
ー
ド
館
の
3
か

所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
8
月
3
日
、
町
内
の
農
業
支

援
員
や
新
規
就
農
者
、
農
業
後

継
者
が
集
ま
り
、
就
農
希
望
者

に
広
く
新
冠
の
魅
力
を
知

っ

て
も
ら
お
う
と
、
「
一
度
来

て
！
観
て
！
新
冠
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
帯
広
市
や
富
良

野
市
か
ら
男
女
6
名
が
参
加
。

　
午
前
は
講
演
会
が
、
午
後
か

ら
は
、
焼
肉
を
し
な
が
ら
の
情

報
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
就
農
希
望
者
の
集
い
開
催

災
害
情
報
表
示
型
自
販
機
設
置
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8
月
　
日
、
新
冠
町
立
特
別
養
護
老
人

21

ホ
ー
ム
恵
寿
荘
で
、
こ
の
日
1
0
0
歳
と

な
ら
れ
た
谷
口
み
さ
さ
ん
に
、
小
竹
町
長

よ
り
長
寿
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
さ
さ
ん
は
、
2
年
前
よ
り
恵
寿
荘
に

入
所
。

　
職
員
に
よ
る
と
、
日
常
の
会
話
は
は
っ

き
り
し
て
お
り
、
食
欲
も
あ
り
、
大
変
元

気
に
暮
ら
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
贈
呈
式
に
は
、
高
江
で
軽
種
馬
生
産
牧

場
を
経
営
す

る
5
男
の
谷

口
貞
保
さ
ん

夫
婦
が
駆
け

つ
け
、
み
さ

さ
ん
の
1
0

0
歳
の
誕
生

日
を
一
緒
に

祝
い
ま
し
た
。

　
8
月
　
日
、
節
婦
漁
港
で
、

27

中
部
消
防
組
合
新
冠
支
署
の

職
員
に
よ
る
、
漁
船
の
転
覆
を

想
定
し
た
水
難
救
助
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
小
竹
町
長
が
見
守

る
中
、
漁
船
転
覆
に
よ
り
２
人

が
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
想
定

で
行
わ
れ
、
ダ
イ
バ
ー
3
名
に

よ
り
救
助
、
待
機
し
て
い
る
救

急
車
に
搬
送
す
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　
8
月
　
日
、
町
内
在
住
の
静

29

内
高
校
の
生
徒
2
名
が
、
小
竹

町
長
を
訪
れ
、
全
国
大
会
に
出

場
し
た
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
小
竹
町
長
を
訪
れ
た
の
は
、

カ
ヌ
ー
競
技
に
出
場
し
た
同

校
3
年
の
永
浦
歩
さ
ん
と
、
馬

術
大
会
に
出
場
し
た
同
校
2

年
の
細
川
映
里
香
さ
ん
で
す
。

　
2
人
は
、
9
月
下
旬
開
催
の

岐
阜
国
体
に
も
出
場
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
の
結
果
を
報
告

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

谷
口
み
さ
さ
ん

漁
船
転
覆
を
想
定
　
水
難
救
助
訓
練

　
8
月
　
日
・　
日
、
大
阪
市

25

26

で
開
催
さ
れ
た
、
「
空
手
道
糸

東
会

（
し
と
う
か
い
）
全
国
選

手
権
大
会
」
で
、
新
冠
小
1
年

の
山
内
樹
君
が
、
出
場
し
た
小

学
1
年
男
子

「
型
」
の
部
門
で

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
山
内
君
は
同
日
、
東
京
で
行

わ
れ
た
、
派
閥
を
超
え
た
全
国

大
会
に
も
出
場
し
て
お
り
、
そ

の
大
会
に
お
い
て
も
ベ
ス
ト

8
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
8
月
　
日
、
本
町
多
目
的
交

21

流
セ
ン
タ
ー
で
、
戦
没
者
慰
霊

祭

（
新
冠
町
遺
族
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
元
軍
人
や
遺
族
ら

約
　
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

50
　
慰
霊
祭
で
は
、
遺
族
会
の
小

野
会
長
が

「
日
本
が
平
和
で
豊

か
な
の
は
、
戦
没
者
の
方
々
の

尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

若
い
世
代
に
語
り
継
ぎ
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

戦
争
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
　
戦
没
者
慰
霊
祭

空
手

「型
の
部
」
で
全
国
制
覇

話
ま ち の
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　町では巨大津波に備え、沿岸部の避難所8か所に、
　標高を表示した津波避難所看板を設置しました。

泊津生活泊津生活館館
標高40.2メート標高40.2メートルル

氷川神社境氷川神社境内内
標高11.8メート標高11.8メートルル

役場庁舎前駐車役場庁舎前駐車場場
標標高高6.6.66メートメートルル

本町多目的交流センタ本町多目的交流センターー
標高9.7メート標高9.7メートルル

津波避難所看板設津波避難所看板設置置

ホロシリ乗馬クラホロシリ乗馬クラブブ
標高84.1メート標高84.1メートルル

節婦避難所 （旧節婦小学校節婦避難所 （旧節婦小学校））
標高17.3メート標高17.3メートルル

判官館森林公判官館森林公園園
標高37.8メート標高37.8メートルル

サラブレッド銀座駐車公サラブレッド銀座駐車公園園
標高18.3メート標高18.3メートルル
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 地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
農
業
支
援
員
に
聞
く

Ｑ
　
農
業
支
援
員
と
し
て
３
か
月
が
経

ち
ま
し
た
が
北
海
道
で
の
暮
ら
し
は
ど

う
で
す
か
？

　
思

っ
て
い
た
よ
り
も
涼
し
く
、
過
ご

し
や
す
い
気
候
で
す
。

　
自
分
達
よ
り
も
早
く
、
子
ど
も
た
ち

の
方
が
環
境
に
慣
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
最
初
は
虫
が
沢
山
い
る
し
、
買
い
物

を
す
る
に
も
遠
く
不
便
を
感
じ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
も
慣
れ
ま
し
た
。

Ｑ
　
農
家
で
の
研
修
の
感
想
は
？

　
受
入
農
家
で
は
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
ピ
ー
マ
ン
農
家
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
方
が
あ
っ
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
　

Ｑ
　
農
業
を
目
指
す
理
由
は
？

　
何
で
も
自
分
で
作
る
こ
と
が
好
き
で
、

生
産
す
る
側
の
目
で
「
見
て
」
「
や
っ
て
」

い
き
た

い
と

思
い
ま
し
た
。

　
自
分
で
工
夫

し
て
で
き
る
の

は
、
農
業
だ
け

だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
将
来
の
夢
は
？

　
ま
ず
は
一
人
前
の
ピ
ー
マ
ン
農
家
に

な
り
た
い
で
す
。

　
将
来
は
通
年
で
所
得
を
得
る
た
め
、

野
菜
を
加
工
し
て
販
売
し
た
い
で
す
。

　
例
え
ば
、
こ
の
地
域
で
ハ
ッ
カ
が
自

生
し
て
い
る
の
を
知

っ
て
、
ミ
ン
ト
の

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
作

っ
て
、
販
売
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
漬
物
な
ど
も
作
る
の
が
好
き

な
の
で
、
加
工
品
を
作
る
こ
と
で
、
冬
の

間
の
収
入
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
支
援
員
事

農
業
支
援
員
事
業業
は
、
農
業
の
担
い
手
不
足
解
消
、
地
域
の
活
性
化
な
ど

は
、
農
業
の
担
い
手
不
足
解
消
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
をを

図
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
事
業
で
す

図
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。。

今
年
度
は
1
名
が
新
た
に
採
用
さ
れ
、
そ

　
今
年
度
は
1
名
が
新
た
に
採
用
さ
れ
、
そ
菜菜
、
酪
農
や
肉
用
牛

、
酪
農
や
肉
用
牛
農
家
で
研

農
家
で
研
修修

を
受
け
な
が
ら
農
業
の
基
礎
を
学
び
、
将
来
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て

を
受
け
な
が
ら
農
業
の
基
礎
を
学
び
、
将
来
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、、
自自

立
・
定
住
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

立
・
定
住
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。。

は
じ
め
ま
し
て

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
デ
ビ
ッ
ド
・
イ
ン
マ
ン
で
す

　
平
成
　
年
に
来
日
し
、
1
年
間
の
任
期
を

23

終
え
帰
国
し
た
タ
イ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ

フ
ァ
ン
さ
ん
に
代
わ
り
、
新
し
い
英
語
指
導

助
手
と
し
て
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
デ
ビ
ッ
ド
・
イ
ン

マ
ン
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ュ
エ
ル
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

シ
カ
ゴ
州
出
身
の
　
才
。

23

　
趣
味
は
、
語
学
や
旅
行
、
写
真
撮
影
や
ゲ
ー

ム
な
ど
で
、
将
来
は
日
本
に
残
り
、
趣
味
を
い

か
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
新
冠
町
で
は
、
1
年
間

（
最
長
3
年
）
の
任

期
で
新
冠
中
学
校
の
英
語
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ミ
ュ

エ
ル
さ
ん
は
、
東

京
や
京
都
な
ど

に
も
住

ん
で
い

た
こ
と
が
あ
り
、

日
本
語

も
か
な

り
分
か
り
ま
す
。

　
街

で
見

か
け

た
ら
気
軽

に
話

し
か
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

田
川
　
岳

（
た
が
わ
・
た
か
し
）
さ
ん

（　
）
38

　
熊
本
県
出
身
　
前
職
は
東
京
で
新
聞
専

　
売
店
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　
家
族
構
成
は
、
奥
さ
ん
と
中
学
1
年
生
の

　
長
男
、
小
学
4
年
生
の
長
女
、
6
歳
に
な

　
る
双
子
の
二
女
・
三
女
の
6
人
家
族
で
す
。



●6

国
民
年
金
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料

を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
が
、

平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
9
月
　

２４

１０

27

30

日
ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、
過
去
２
年
か
ら

過
去
　
年
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

１０

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
過
去
　
年
間
に
保
険

１０

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
受
給

権
の
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

角
制
度
を
利
用
す
る
に
は
事
前
申

　
　
　
　
 し
込
み
が
必
要
で
す
角

　
国
民
年
金
後
納
制
度
を
利
用
し
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
に
は
、
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
の
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
か
苫
小
牧
年

金
事
務
所
又
は
町
民
生
活
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

角

『
追
納
制
度
』
で
の
納
付
も
対

　
　
　
　
　
　
 象
と
な
り
ま
す
角

　
過
去
に
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
免
除

や
納
付
猶
予

・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
も
、
　

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て

１０

納
付
し
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
の
が
追
納
制
度
で
す
。

　
こ
の
追
納
制
度
は
後
納
制
度
と
違
い
、　１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
苫
小
牧
年
金
事
務
所
又

は
町
民
生
活
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

    国
民
年
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
 　
 緯
0
5
7
0
・
0
1
1
・
0
5
0

　
苫
小
牧
年
金
事
務
所

　
　
 　
 緯
0
1
4
4
・
3
6
・
3
1
3
5

角
動
物
愛
護
週
間
角

　
９
月
　
日
牙
か
ら
９
月
　
日
我
は
動
物
愛

２０

２６

護
週
間
で
す
。

　
動
物
愛
護
週
間
は
、
命
の
大
切
さ
や
動
物

と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
に
つ
い
て
、
国
民

一
人
一
人
に
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
週
間
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
又
は
傷
つ
け

た
場
合
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
愛
護
動
物
に
対
し
み
だ
り
に
給
餌

又
は
給
水
を
や
め
る
こ
と
に
よ
り
衰
弱
さ
せ

る
な
ど
の
虐
待
を
行
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は

遺
棄
し
た
場
合
は
、　

万
円
以
下
の
罰
金
に

５０

処
さ
れ
ま
す
。

角
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
方
へ
角

　
動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の
命
を
預
か

る
こ
と
で
す
。

　
飼
い
主
は
、
動
物
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
社
会
や
近
隣

に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。

　
人
と
動
物
が
共
に
生
き
て
い
け
る
社
会
の

実
現
に
は
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が

必
要
で
す
。

※
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る

（注
射
は
年

に
１
回
、
注
射
料
は
３
０
４
０
円
）。

※
最
近
迷
い
犬
の
保
護
が
相
次
い
で
お
り
ま

す
の
で
、
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
今
一
度

首
輪
等
の
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

僖
守
っ
て
ほ
し
い
５
カ
条
僞

①
動
物
の
習
性
等
を
正
し
く
理
解
し
、
最
後

　
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

②
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷
惑
を

　
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
む
や
み
に
繁
殖
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

④
動
物
に
つ
い
て
の
感
染
症
の
知
識
を
持
ち

　
ま
し
ょ
う
。

⑤
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
所
有
者
を
明

　
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

角
新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
角

　
町
で
管
理
し
て
い
る
新
冠
共
同
墓
地
に
つ

い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以
内

に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住
所

を
有
す
る
方
に
対
し
、
随
時
墓
地
使
用
許
可

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
共
同
墓
地

（
字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
9
区
画
6
㎡
　
使
用
料
２
万
円

○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
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4
6
・
4
7
・
２
１
１
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  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

●国民年金後納制度対象者

　老齢基礎年金受給者ではない方で

　① 満60歳未満の1号保険期間に未納・未加入

　　 期間がある者

　② 国民年金に任意加入をしたが未納である者

●対象期間 

　申請月より１０年以内の未納及び未加入期間の

　国民年金保険料

●保険料

　当時の国民年金保険料に加算額を加えた額

●7

ぼくとわたしぼくとわたしのの

夢夢

新冠小学校6年生です

◇私の夢は、まだ決

まっていませんが、

人に喜んでもらえる

仕事をしたいです。

 山田　菜摘

◇ぼくの将来の夢は、

調理師になることで

す。今は少ししか作

れないけど、作ると

楽しいからです。

只今勉強中。

 正保　圭一

◇私の将来の夢は、

保育士になる事です。

私は子供が好きで、

笑顔にしたいし、一

緒に遊んだりしたい

からです。

川端　茉衣

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
⑤

○ほ 
　
日
高
山
脈
の
山
々

　
日
高
山
脈
は
日
本
で
も
有
数
の
大
山
脈
で
、

主
峰
の
「
幌
尻
岳
（
2
0
5
2
m
）」、「
ト
ッ
タ

ベ
ツ
岳
（
1
9
1
7
ｍ
）」
を
よ
う
す
る
。

　
数
千
年
前
、東
西
の
プ
レ
ー
ト
が
持
ち
上
げ

ら
れ
山
脈
へ
と
成
長
し
た
。多
く
の
高
山
植
物

や
ナ
キ
ウ
サ
ギ
、
オ
オ
ワ
シ
な
ど
貴
重
な
動
物

も
生
息
す
る
。幌
尻
岳
の
北
東
に
は
「
七
つ
沼

カ
ー
ル
」
と
い
う
氷
河
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
圏

谷
（
け
ん
こ
く
）
が
あ
る
。

　
幌
尻
岳
は
人
の
霊
が
住
む
と
こ
ろ
と
い
う

ア
イ
ヌ
伝
説
が
残
り
、神
秘
的
な
場
所
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
幌
尻
の

　
　
　
　
七
つ
沼
カ
ー
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
き
兎

◇私の夢は、パティ

シエです。理由は、

みんなの事を幸せに

できるようなお菓子

を作りたいと思った

からです。

 飯田　桃

◇ぼくの将来の夢は、

警察官になることで

す。理由は人を守る

職業についてみたい

からです。

 内山　昴星

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。
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ご
の
関
節
や
あ
ご
を
動
か
す
筋
肉
に
生

じ
た
異
常
に
よ
り
、
「
あ
ご
が
痛
い
」、

「
口
が
開
き
に
く
い
」、
「
口
を
開
け
閉
め
す
る

と
き
に
音
が
す
る
」
と
い
っ
た
症
状
が
現
わ
れ

る
病
気
を
ま
と
め
て

「
顎
関
節
症

（
が
く
か
ん

せ
つ
し
ょ
う
）」
と
い
い
ま
す
。

　
顎
関
節
症
は
放
っ
て
お
く
と
、
ど
ん
ど
ん
悪

化
す
る
と
い
う
病
気
で
は
な
く
、
症
状
の
多
く

は
特
別
な
治
療
を
し
な
く
て
も
自
然
に
改
善

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
顎
関
節
症
は
、
噛
み
合
わ
せ
の
異
常
が
主
な

原
因
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
日
常
生

活
の
中
で
無
意
識
に
行
っ
て
い
る
「
く
い
し
ば

り
」
や

「
歯
ぎ
し
り
」、
「
片
側
の
歯
で
噛
む
」

と
い
っ
た
癖
や
習
慣
が
顎
関
節
症
に
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

顎
関
節
症
の
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク

　
　
～
こ
ん
な
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
～

　　
□
気
が
つ
く
と
、
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
い
る
。

　
□
歯
ぎ
し
り
を
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
こ

　
　
と
が
あ
る
。

　
□
食
べ
物
を
い
つ
も
同
じ
側
で
噛
む
癖
が

　
　
あ
る
。

　
□
物
事
に
対
し
て
神
経
質
な
面
が
あ
る
。

　
□
職
場
や
家
庭
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

　
　
る
こ
と
が
多
い
。

　
□
寝
つ
き
が
悪
い
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
、

　
　
途
中
で
目
が
覚
め
る
、
起
床
時
に
疲
れ
て

　
　
い
る
な
ど
の
睡
眠
障
害
が
あ
る
。

　
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
に
該
当
す
る
項
目
が
多

い
ほ
ど
、
顎
関
節
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
癖
が
あ
る
だ
け
で
顎

関
節
症
の
症
状
が
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
痛
み
が
強
い
」
「
口
が
開
か
な
い
」
「
も
の

を
食
べ
に
く
い
」
な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
る
よ
う
な
場
合
は
、
医
療
機
関
で
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

あ

●
問
い
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せ
先
　
保
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福
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グ
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5
0
0
万
年
前
、
木
の
う
え
で
暮
ら
し

て
い
た
猿
の
一
部
が
地
上
へ
お
り
、
二

足
歩
行
を
始
め
た
の
が
、
人
類
の
始
ま
り
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
現
代
は
車
が
普
及
す
る
な
ど
便
利

な
生
活
に
変
わ
り
、
人
々
は
歩
か
な
く
な
り
、

運
動
不
足
か
ら
く
る
生
活
習
慣
病
等
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
民
の
1
日
平
均
歩
数
は
、
男
性
6
9

5
8
歩
、
女
性
5
8
2
5
歩
で
、
全
国
平
均
男

性
7
2
2
5
歩
、
女
性
6
2
8
7
歩
と
比
べ
て

も
少
な
い
状
況
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
1
日
に
ど
の
く
ら
い
歩
い
て
い
ま

す
か
？

　
日
常
生
活
で
歩
か
な
く
な
る
と
、
筋
力
が
低

下
し
て
疲
れ
や
す
く
、
太
り
や
す
く
な
り
生
活

習
慣
病
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
足
腰
が
弱
り
寝
た
き
り
に
な
る
な
ど

様
々
な
弊
害
が
出
て
き
ま
す
。

歩
く
こ
と
の
効
果
は
と
て
も
多
く

　
噛
心
臓
や
肺
の
機
能
を
高
め
る

　
噛
生
活
習
慣
病
予
防
に
な
る

　
噛
疲
れ
に
く
く
な
る

　
噛
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
な
る

　
噛
認
知
症
予
防
に
な
る

　
噛
免
疫
力
が
高
ま
る

　
噛
気
分
転
換
が
で
き
る

　
こ
の
よ
う
に
様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
1
日
の
目
標
歩
数
は
、
「
男
性
8
5
0
0
歩
・

女
性
8
0
0
0
歩
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
標
歩
数
以
上
に
歩
い
て

い
る
と
い
う
方
は
、
歩
数
を

増
や
す
こ
と
、
大
股
歩
き
・

早
歩
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

更
に
筋
力
向
上

・
消
費
カ
ロ

リ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
今
よ
り
も
1
日

に
約
1
0
0
0
歩

（
お
お
よ

そ
　
分
間
の
歩
行
）
歩
数
を

１０
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
！

めざせ ！N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

少
車
多
歩

　
　
～
ま
ず
は
歩
く
こ
と
が
大
切
で
す
～

約

介護ワンポイント アドバイ介護ワンポイント　アドバイスス　○○121288 

　●保健福祉課保健福祉グルー●保健福祉課保健福祉グループプ

  　　緯緯0146・47・2113（直通0146・47・2113（直通））

介護のことは、お気軽にご相談ください。介護のことは、お気軽にご相談ください。　

保健福祉グループ保健福祉グループ　高橋 昌嗣高橋 昌嗣

《階
段
や
廊
下
で
の
事
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
 注
意
し
ま
し
ょ
う
！
》

　
「
階
段
」
や

「
廊
下
」
で
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
特
に
階
段
を
踏
み
外
し
て
転
倒
す
る

と
大
怪
我
に
繋
が
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
身
体
状
況
に
合
わ
せ
た
安
全
対

策
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
手
す
り
を
連
続
し
て
つ
け
ま
し
ょ
う

　
転
倒
や
転
落
防
止
の
た
め
に
、
階
段
や
廊
下

に
は
手
す
り
が
あ
れ
ば
安
全
で
す
。
腰
く
ら
い

の
高
さ
に
合
わ
せ
、
な
る
べ
く
間
隔
を
あ
け
ず

に
連
続
し
て
つ
け
る
の
が
良
い
で
す
。

②
つ
ま
ず
き
防
止
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

　
階
段
は
も
ち
ろ
ん
廊
下
に
も
、
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
他
の
部
屋
に

続
く
敷
居
の
段
差
も
な
く
す
と
、
つ
ま
ず
く
危

険
性
が
減
り
ま
す
。

③
照
明
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
階
段
や
廊
下
は
、
居
間

な
ど
に
比
べ
て
照
明
が
少

な
い
た
め
、
特
に
夜
間
、
転

倒
事
故
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
た
と
え
少
し
の
距
離

で
も
、
照
明
で
明
る
く
し

ま
し
ょ
う
。

家
庭
内
に
ひ
そ
む
危
険
！

　
　
　
　
　
　
　
第
3
回
目

噛歩き方のコツ

 背筋を伸ばして前を向いて歩く①

 歩幅を広げる （身長の45%が目安）②

 肩のちからを抜き、腕を振って歩く③

 かかとから着地④



ひだか弁護士
相談センター

●受付時間　
　午前10時～午後4時

●お問い合わせ先　
　ひだか弁護士相談センター

　　　　　緯0146・42・8373

99999999999月月月月月月月月月月月
24日 （月）19日 （水）

26日 （水）

1111111111000000000010月月月月月月月月月月月
3日 （水）1日 （月）
15日 （月）10日 （水）

要
予
約

ご寄付ありがとう
ございました   <敬称略>
●ふるさと納税（寄附金）
☆田中　綾子　　　   （100,000円）

☆松橋　敏昭　　　　 （20,000円）

☆吉田　英弘　　　   （100,000円）

●特別養護老人ホーム「恵寿荘」

に役立ててと
☆斉藤　弘之　　　　  （ささげ8.5㎏）
☆高橋　満郎
（ささげ4.9㎏、じゃが芋27.8㎏、大根34.5㎏、
キャベツ4㎏、サニーレタス2.5㎏、人参2.6㎏）
☆ボランティアグループあゆみ   （カット布3袋）
☆稗田　龍太　　　　　   （古布2袋）
☆尾張　スキコ　　　　   （古布1箱）
☆古山　千鶴子　　  （ズッキーニ5㎏）
☆村本　サヨ　　  （古布段ボール1箱）
☆ボランティアグループちょぼら     （カット布8袋）
☆高月　カヅエ
    （南瓜10.5㎏、キャベツ17.5㎏、なす23㎏）
☆小國　たか子　　　（紙オムツ1袋）
☆松本　周代　　　　　   （古布1箱）
☆村田　重夫 （デジカメ1台、音楽ＣＤ6枚）
☆藤原　則行　　　　　   （古布2箱）
 新冠町社会福祉協議会へ

▼福祉事業に役立ててと
☆渡辺　恵美子　　　　   （古布4袋）
☆匿　名　　　　　　　   （古布2袋）
☆匿　名　　　　　　　   （173円）

▼香典返しに代えて
☆種田　孝重　　　　 （30,000円）
☆坂本　邦子　　　　 （30,000円）
☆西　スミ　　　　　 （30,000円）
☆谷口　スミ子　　　 （30,000円）

職員の動き
9月1日付で人事異動がありました。

保健福祉課保健福祉グループ

早坂　宏
  （前／教育委員会管理課管理グループ）

対し、同団体が行っている援助制

度をご紹介します。

①重度後遺障害者となられた方へ

介護料を支給

▼対象者

　自動車 （オートバイを含む）事

故で、脳や脊髄または胸腹部臓器

に損害を受け、常時または随時の

介護を必要とする方で一定の要件

に該当する方 （自損、他損、時期

は問いません）。

▼支給額

　後遺障害の程度に応じて月額2

万9290円～13万6880円（介護

サービス、介護用品の購入などが

あった場合に上限額の範囲で支給。

ない場合も下限額（定額）を支給）

　他に 「短期入院、入所」をされ

た場合、一部費用を別途支給。

▼注意

　介護保険サービス、労災の介護

給付等との併用はできません。

　ただし、自立支援法に基づく

サービスを受けられている場合や、

入院している場合も対象になるこ

とがありますので、お問い合わせ

ください。

②交通遺児等育成資金の貸付

▼対象者

　0歳～中学校卒業まで

▼申込者

　対象者を扶養している保護者

　（生活困窮家庭に限ります）

▼貸付金額

　一人につき一時金15万5000円

　　　　   以降月額　　　 2万円

　小・中学校入学時に入学支度金

　　　　　　　　　 4万4000円

▼貸付期間

　貸付決定時から中学校卒業まで

▼利子　無利子　　

▼返還方法

　貸付期間終了後6か月または1

年経過した後に、月賦または月

賦・半年賦併用による、20年以内

の分割均等返還。

　ただし、高校、大学、その他各

種学校への進学者は、卒業までの

間返還を猶予することもできます。

●お問い合わせ先

　自動車事故対策機構　札幌主管支所

緯011・551・2145

室蘭開発建設部からの「お

知らせ」です
　皆さんの声を広くお聞かせ頂く

ために、室蘭開発建設部のホーム

ページに 「開発行政へのご意見・

ご要望」メール窓口を設置してい

ます。

　日頃の生活の中で思った事柄な

どお気軽にメールにてお寄せくだ

さい。

●お問い合わせ先

　室蘭開発建設部広報官 　　　　

　http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/

緯0143・25・7051

●10●11

特定疾患及びウイルス性肝
炎進行防止対策医療受給者
証の更新申請のお知らせ
　特定疾患及びウイルス性肝炎進

行防止対策医療受給者証の有効期

限が平成24年9月30日となって

いる方は、7月1日から9月30

日の間に有効期間の更新手続きを

することができます。

　更新の手続きをしない場合は、

10月1日から今お持ちの医療受

給者証は、医療機関で使用できま

せん。

　また、10月1日以降の申請は新

規申請となり、審査に時間がかか

ります。

　各医療受給者証の交付時に同封

した 「特定疾患医療受給者証をお

持ちの皆様へ」又は 「ウイルス性

肝炎進行防止対策医療受給者証の

交付を受けられた皆さんへ」をご

覧の上、更新手続きを行ってくだ

さい。

　申請に必要な書類は、保健所に

あります。

　また、北海道ホームページから

ダウンロードできます。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

　　hf/kth/kak/tokusitu/ippan.htm

●申請・お問い合わせ先

　静内保健所　健康推進課保健予防係

緯0146・42・0251

苫小牧公証役場による「相

談会」のお知らせ
　苫小牧公証役場による休日公証

相談会、夜間公証相談が下記のと

おり行われますので、お知らせし

ます。

①休日公証相談会

▼日時

　10月6日臥10時～15時

▼場所

　苫小牧公証役場

　（苫小牧市表町二丁目3番23号

　エイシンビル2階）

▼相談内容

　遺言、金銭の貸し借り・養育費

の支払の約束、任意後見契約など

▼相談員

　苫小牧公証役場　

　公証人　垂石　善次

②夜間公証相談会

▼日時

　10月2日峨17時～19時

　10月4日牙17時～19時

▼場所

　苫小牧公証役場

　（苫小牧市表町二丁目3番23号

　エイシンビル2階）

▼相談内容

　遺言、金銭の貸し借り・養育費

の支払の約束、任意後見契約など

▼相談員

　苫小牧公証役場　

　公証人　垂石　善次

▼その他

　ご相談は、いつも無料です。

　ご希望の方は、前日までに苫小

牧公証役場に電話で予約をお願い

します。

●予約・お問い合わせ先

　苫小牧公証役場

緯0144・36・7769

ひきこもり家族の集い開催
　ひきこもりの子どもを持つ家族

の集い「ひだか青年期家族の集い」

が下記のとおり行われますので、

お知らせします。

～この会が目指すこと～　

産同じ悩みを持つ家族同士が、思

いを自由に語り合う。

産ひきこもっている本人への関わ

り方について学ぶ。

産仲間と話しをすることで、不安

や孤立感が解消される。

▼日時

　①10月11日牙13時半～15時半

　②   2月14日牙13時半～15時半

▼場所

　北海道静内保健所

▼実施内容

　ひきこもりの子どもを持つ家　

族同士の交流や学習。

▼その他

　参加するには、開催日の2日前

までに申し込みが必要となります。

●お申し込み先・お問い合わせ先

　北海道静内保健所

　健康推進課精神保健福祉担当

緯0146・42・0251

ＮＡＳＶＡ （ナスバ）
ってご存知ですか？
　ナスバ （自動車事故対策機構）

とは、交通事故被害者等への援助

を行っている団体です。

　交通事故被害者世帯の皆さんに
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家や宅地を 「売りたい・貸したい」方

いませんか？

　町では、町内の空家・

空地などの物件を 「新

冠町ホームページ」で

公開し、定住・移住を希

望されている方々との

橋渡し役として紹介さ

せていただいています。

　町内の物件を 「売り

たい・貸したい」とお

考えの所有者の方で、

町のホームページに掲

載させていただける方

はご連絡ください。

●問い合わせ先

　総務企画課まちづくりグループ

緯0146・47・2498

「あいあい荘」って

こんな施設です ！

　新冠郵便局の隣に 「あいあい荘」という町が運営

している施設があります。

　「あいあい荘」は、町内にお住まいの、65歳以上

の1人暮らしで、独立して生活されるのに不安があ

る方が、安心して生活して頂ける施設です（介護保険

で要介護2以上の認定を受けている方は対象外とな

ります）。

　部屋は個室で、各部屋にトイレや洗面台、流し台

も完備されております。

　入居費は月額で、居室料が7000円、光熱水費が

9700円、食費が1食400円で、1か月 （31日）の

生活費は5万3900円となります。

　8月末現在で全室 （15室）満室ですが、随時入居

申し込みを受け付けております。

　入居希望や質問

などがありました

らご連絡ください。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ緯0146・47・2113

高
齢
者
等
買
い
物
支
援
事
業

「
ら
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ら
く
・
に
い
か
っ
ぷ
」

の
お
知
ら
せ

～
品
物
を
自
宅
ま
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送
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無
料
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  お
届
け
し
ま
す
～

　
新
冠
町
商
工
会
商
業
部
会
と
Ａ
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ー
プ

に
い
か
っ
ぷ
店
が
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同
で
高
齢
者
宅

へ
の

宅
配
サ
ー
ビ
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業
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行
っ
て
お
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ま
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。

　
電
話
や
Ｆ
Ａ
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で
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文
し
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自
宅
ま
で
送
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無
料
で
お
届
け
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

　
昨
年
　
月
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
　

11

60

名
ほ
ど
の
方
が
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員
に
登
録
さ
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さ

れ
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お
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ま
す
。
買
い
物
に
お
困
り
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は
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お
気
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。
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～役場からのお知らせ～
niikappu  town  office  information

≪町ホームページ≫

　
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
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か
ど
ミ
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ン

グ
」
（
旧
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政
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談
会
）
が
、
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よ
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、

様
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で
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こ
と
が
で
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町長と話をしてみませんか？

まちかどミーティング開催中
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　問い合わせ先　

社会教育課　図書プラザ

緯0146・45・7777

今月の一冊

新旅ボン　北海道編

著者：ボンボヤージュ

出版：主婦と生活

　

　イラストレーターのボンボ

ヤージュが描く、旅行記マンガ

北海道編。

　「日本最北端と最東端を目指

そう!」というお題を中心に、

冬・春・夏と約1年半に渡って

見所満載の北海道各地を巡る。

「新着ガイド」
「本当のこと」を伝えない日本の新聞　   マーティン・ファクラー

北海道の歩き方  2013

フリーで働く！と決めたら読む本　　　　　　 中山　マコト

最新介護保険の基本と仕組みがよ～くわかる　　 本室　成幸

台所防災術　　　　　　　　　　　　　　　　　 坂本　廣子

わたしの子どもは絶対むし歯0！　　　　　　　　 前田　亨

中性脂肪を減らす、おからのおかず　　　　　　  白澤　卓二

脱原発時代の北海道 　　　　　　　　　　　　　吉田　文和

できるFacebook　　　　　　　　　　　　　　   田口　和裕

つくりたい料理がすぐ見つかる毎日のおかず550

北海道の庭づくり　　　　　　　　　　　　　　 川村　展之

小学生の新しいスポーツ食事メニュー321　 こばた　てるみ

Jリーグ20周年記念フォトブック

渓流釣り北海道123河川ガイド  続 　　  塩田　彦隆

ダンス・ウィズ・ドラゴン　　　　　　　　　　  村山　由佳

悩むが花　　　　　　　　　　　　　　　　　    伊集院　静

●図書プラザイベントカレンダー

アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアニマル号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号 （移動図書館車）

運行日程 《 9月分 》
10：10～10：30　　　　 朝日小学校

11：00～11：20　　　　 おうるの郷

10：10～10：30　　　　 朝日小学校

10：45～11：00　　　　 太陽郵便局

15：05～15：25　　　　 新冠小学校 

15：30～15：50 　　　にこにこクラブ （児童館）

16：00～16：30　　　 認定こども園ド・レ・ミ

16：35～16：50　　　 　あいあい荘

 　20日

25日

　28日

場　所事　業　名日　時

図書プラザ　

おはなしのへや

 びっくり箱の

　　　おはなし会

 9月22日臥
　　13：30～

 あかちゃん絵本の

　　　　読み聞かせ

 9月25日峨
　　10：30～

「おはなしのへや」へお越しください
　図書プラザ内にある 「おはなしのへや」は、赤ちゃ

んと一緒に絵本を楽しめるように靴を脱いで座れる

小部屋になっています。

　赤ちゃん絵本や布絵ほん、大型絵本、紙芝居、布お

もちゃなどを置いており、ご家族や友人同士で読み

聞かせをして楽しんだりできます。

　また、読み聞かせの会 「びっくり箱」のおはなし会

も毎月このお部屋で実

施しております。

　お子さんと一緒にご

来館の際は、こちらの

お部屋でおくつろぎく

ださい。

パソコン・インターネット関連本のご紹介
　パソコン機器の「困った」の解決やインターネット

をもっと活用したい ！と思っている方々へ、図書プ

ラザでは関連図書をご用意しております。

　雑誌 『日経ＰＣ21』もございますので、用途に合

わせてご利用ください。

＜今年度入ったパソコンインターネット関連書籍のご紹介＞
◆速効 ！図解Ｗ ｉｎｄｏｗｓ７

◆絶対解決Ｍａｃで困った ！

◆ワイヤレスが一番わかる

◆はじめての人のためのＴｗ ｉｔｔｅｒ入門

◆スマホではじめるｆａｃｅｂｏｏｋ

◆第３世代 ｉＰａｄスゴ技ＢＯＯＫ

◆学生に役立つＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｗｏｒｄ２０１０基礎・応用



小竹町長の動静&まちのできごと

8月　  　●は町長出席

キラリと光る レ・コードなまちキラリと光る　レ・コードなまち      産産団体・サークル紹介団体・サークル紹介産産

　今月号は、書くことの楽しさや 「字」が持つ魅力を伝えている書道サークル、「新冠書院今月号は、書くことの楽しさや 「字」が持つ魅力を伝えている書道サークル、「新冠書院」」

を紹介しますを紹介します。。

【プロフィール】

　新冠書院は、書くことが好きな方や楽しみにし

ている方が、書道の知識・技術を身に付け、日々の

学習の成果として「級」や「段」を取得し、更なる向

上心を持ってもらうことを目的としております。

　また、自らの手で書く字は自分の気持ちが表れ、

「書」というものは見る人、読む人に自分の気持ち

を伝える手段でもあります。

　そのような「書」の素晴らしさを伝えることに重

点を置いています。

　新冠書院は、毛筆・ペン字・ボールペン字など、

様々なジャンルから本人希望のものを選択し、竹

島先生(元新冠中学校校長、国際現代書道展審査員、

毎日書道展会員)の指導のもと活動しています。

　新冠書院では、月3回「月刊書道とペン字の統合

競書詩【書の研究】」を活用し、課題を練習しており、

その課題を書きあげ、提出することで、「級」や「段」

を取得することができます。　

　毎月の活動のほかに、町民文化祭や札幌市で行

われる国際現代書道展にも作品を出展しています。

　※【書の研究】とは、国会図書館に納められてい

　る全国の書道に関する本の中から5つ選ばれた

　本のうちの1つです。）

【活動内容】

　活動時間：金曜日（月3回）　19時から21時

　場　　所：レ・コード館研修室

【募集内容】

　最近、自らの手で字を書くことが少なくなって

いませんか？自らの手で字を書き、「書」の素晴ら

しさを一緒に感じてみましょう。

　初心者の方でも丁寧に楽しく指導しますので、

是非参加してみてください。

　詳しくは事務局（レ・コード館内　0146・45・

7833）までお問い合わせください。
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　人　口　5,761人 （前月比　＋　1人）

　　男　　2,788人（前月比    ±    0人）

　　女　　2,973人 （前月比　＋　1人）

　世　帯　2,660世帯 （前月比　＋　6世帯）

　外国人数　27世帯　53人

人の

うごき
（平成24年8月末現在）

●1日、日高地区交通災害共済

組合臨時会、花北海道軽種馬振

興公社理事会 （日高町）●2日、

食肉センター土地売買契約締結

式●5日、第34回少年野球新冠

大会、細川トキノさん100歳を

祝う会●9日、全日高家畜共進

会●10日、農業サミット、庁内

会議●16日、町村会町長会議●

21日、谷口みささん100歳長寿

祝金贈呈、新冠町戦没者慰霊祭

○22日、高齢者虐待防止ネット

ワーク会議●23日、道立病院改

革意見交換会（苫小牧市）●24日、

お知らせ道ネット調印式・点灯

式●25日、全国市町村ホースサ

ミット（浦河町）●27日、新冠

支署管理者訓練査閲○29日、社

会文教常任委員会●29日、新冠

出身静高生全国大会出場報告●

30日、水土里ネット北海道臨時

総会、道市町村総合事務組合議

会 （札幌市）○31日、総務産業

常任委員会、町荼毘供養法要


